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　　北太平洋沿岸地域における

植物性繊維製品についての考察

編物を中心とする物質文化研究

齋 藤 玲 子*

A Perspective Study on Weaving Plant Fiber on the North Pacific Rim: 

                Material Culture on Basketry

Reiko SAITO

   Northern Peoples depended almost entirely on natural resources 

to make their daily necessities. Especially the processing of animal 

skin and plant fiber were the main activities of women. 

   It has been considered that the weaving culture developed on the 

North Pacific Rim. The reason first of all is that the rich vegetation 

in the area enabled them to gather enough materials for weaving. 

Secondly, baskets and mats were convenient for gathering, carry-

ing, drying and storing food such as fish and plant. Women and el-

ders had a comparatively important role in the subsistence of their 

environment where gathering food resources were abundant. Inten-

sive seasonal gathering activities enabled women to weave in a sys-

tem where there was division of labor in each family. Jochelson 

mentioned that the Maritime Koryak had an advantage to weave 

baskets in contrast with the case of the Reindeer Koryak where they 

could not weave baskets in their migratory pastoral life. The Rein-

deer Koryak obtained baskets by exchange from the Maritime tribe. 

This may suggest that the cultural condition of basketry depended 

on the difference between the sedentary and the nomadic life.

*北 海道北方民族博物館学芸員
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   Weaving was women's work in winter throughout the North. 

Moreover gathering and processing these materials were conducted 

in their most suitable time of their subsistence cycle not in the busy 

fishing season. These may indicate that the development of weaving 

had a deeper relationship with the total work load in connection with 

their subsistence and sexual division of labor than the condition of 

obtainability of materials or the transmission of techniques. 

   Also their botanical information about food and medecine are 

greately indebted to women. This paper would like to consider the 
women's role from the viewpoint of material culture and botanical 

knowledge  (plantlore).

は じ あ に

　北方地域における物を作る素材の大部分は、当然のことなが ら、動植物を中心 とした自

然物である。住居や船など大形のものや狩猟 ・漁i具 など生業に関わ る道具と儀礼具を作

るのは主 に男性の仕事であったが、衣類をは じあ、袋、籠などの日用品を作るのは女性の

仕事であった。素材では、木や骨 ・牙 ・角などの堅い素材を切 った り彫 ったりするのが男

性の領分で、毛皮革や草 ・樹皮 ・小枝 ・根などの柔 らかな繊維質の素材が女性の領分であ

ると一般的にいえるだろう。

　動物の毛皮革は、保温性 ・防水性 ・耐久性 ・強度 と可塑性を兼ね備えており、北方の環

境にあったさまざまなものを作る素材として有用であった。この毛皮革の利用と製革の技

術については、 これまでにおおまかではあるが概観 してきた。それは、その地域で得 られ

る獲物 と自然環境(温 度や湿度など)と 生活様式によく適応 していて、極北地域ではアザ

ラシ皮 と トナカイ皮の補完的でバランスの とれた利用 と比較的単純な製革方法が、亜極北

地域ではシカ類の皮の利用 と質の良い レザーを作るための複雑な製革方法が、一般的特徴

として見 られた[Saito　 1995]。

　一方、植物性の素材 も、少なか らず重要な役割を果たしているように思われる。木器や

大形の住居 ・船など以外に、植物の繊維を糸にした りバスケ ットなどの植物性繊維製品を

作 ることは、毛皮革の取扱いとならんで女性の仕事の大 きな部分を占めている。北方地域

の物質文化のなかで、毛皮革 と対称的な位置にある編織物を中心 とした植物性繊維製品の

概要をつかむことができれば、女性の携わる物質文化のかなりの部分を把握することがで

きると考えられる。

　また、物を作る素材としてだけではな く、食用や薬用 として使われるにしても、植物の

採集は主に女性の仕事であり、植物に関する知識は女性に負 うところが大きいと考え られ

る。北方地域の生業活動において軽視されがちな採集活動に関わる女性の役割を、植物 と
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の関わ りのなかで考察する手掛か りともしたい。

　北方地域の植物性繊維製品を比較研究するとき、なぜ北太平洋沿岸地域を対象としたか

というと、まず植生 との関係がある。北米では西岸海洋性気候で、ヘムロック(ツ ガ属)、

ファー(ト ガサワラ属)、 スプルース(ト ウヒ属)、 イエロー ・シーダー(ヒ ノキ属)、

レッ ド・シーダー(ツ ガ属)な どの針葉樹が森を形成 しており、ポプラやハ ンノキなども

川岸に生えている。 シラカバ類は、本土のほんの少 しの限られた場所に しか生えていない

[Suttles　1990:21]。 ア リューシャンでは風が強いために木が生えないツンドラ地帯で

あるが、湿潤 な海洋性気候で気温変化が少 な く、灌木や草本 は少な くない[ラ フ リン

1986]。 カムチャツカでも海岸側 は北海道 と同 じ冷帯湿潤気候に区分 され、グイマツやハ

イマツとポプラの仲間、ダケカンバなどの数種のシラカバ類 とハ ンノキなどが生えている

[Jochelson　 1905-08:399]。 北海道はいうまでもなく、針広混交林帯である。これ ら

の地域では極北のツンドラや内陸とは異なり比較的植生には恵まれる一方、北海道や南カ

ムチャツカを除いてはシラカバ類の樹皮はあまり採れない。素材の入手か ら考えて、 この

地域が植物性繊維製品を発達させてきたことは当然のことともいえる。編織物のなかで も

特にバスケ ット類、つまり籠細工や編み袋などを多用する文化が連続 していることは、今

までにも指摘されることはあったが、 日本ではこのことにっいての論文 はあまり知 られて

いない。

　アイヌや北西海岸イ ンディアンでは、衣類 として樹皮 ・草皮製織物 と毛織物などの織物

の利用が見 られるが、編むという技術は、織物 より普遍的で先行する技術と考えられてい

る[吉 本1987:23]。 寒冷な北方地域において編織物 は防寒性では毛皮革に劣 り、衣類

や敷物な どとしての重要性はさほど高 くないよ うに考え られがちだが、 この地域のバス

ケ ットの精緻さは世界のなかで も有数であるといわれる[Rose　 1983]。 北方地域のなか

でも、なぜ北太平洋沿岸に連続 して編織物が発達 したのだろうか。

　ここでは、北太平洋沿岸地域を中心 に、必要 に応 じてその隣接地域 も比較検討を しなが

ら製品の種別、素材、採集 と加工について、い くつかの民族誌か ら関係部分を抽出 して比

較 し、植物性繊維製品の在 り方とその背景について若干の考察を試みたい。

1.植 物性繊維製品の定義

　本論で対象とす る 「植物性繊維製品」とは、木本および草本類の樹皮 ・茎 ・葉 ・根など

そのままあるいは細 く裂 いた もの、またはそれ らか ら取 り出 した繊維を もちいて、編

(織)し て形成 したものを指すこととする。毛皮革はそのままで広 い面がとれ、縫い合わ

せることで、形作 ることができる。 シラカ(ン)バ 類(カ バノキ属)な どの樹皮 も毛皮革

に比べれば柔軟性には乏 しいが、折 り曲げて縫合あるいは接着 して形成するものである。

このようないわゆる樺皮製品も"バ スケ ット"と 表現 されることが多いが、ここでは対象
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とせず、細い繊維状の物を編み組み して造形 したもののみを取 り扱 う。なぜな ら、それ ら

の用途はひろく生活 に関わってお り、製作には手間もかかるうえ、技術的にもヴァリエー

ションがあり、比較に値すると考えたからである。

2.植 物性繊維製品の用途 と素材

　衣 ・食 ・住 ・生業 ・精神文化など生活の全般をとおして、植物性繊維製品はさまざまな

物に用いられている。殊に、漁網 ・敷物 ・容器(籠 ・編み袋)・ 結束材 としての利用は、

広範な地域に見 られる。

　製法ならびに形態や用途の違いか ら製品の形態を、おおまかに網類 ・バスケッ ト細工類

・マ ット類 ・綱類 ・衣類に分けて以下にその用途を示 し、それぞれの素材にっいて述べ る。

・網 は、主 と して魚を捕 るた めの漁網 の他 に も、一部 地域 で はアザ ラシや ク ジラな どの

海 獣類 、 カモや ライ チ ョウな どの鳥類 を捕 るた めの もの もあ る[Jochelson　 1905-08]

[Prokof'yeva,　 Chernetsov,　 Prytkova　 1964]。 ほ とん どの民族 で網 は利 用 されてお り、

主 な網の素材 を表1に 示 した。

　網 を編ん だ り布を織 った り、 あ るい はバ スケ ッ トや マ ッ トの結束材 な ど として用 いるた

めの、柔軟 で細 い繊維;す なわ ち 「糸」を とるに は、広 い地 域で イラ クサが主要 な素材 と

な っていた 。イ ラクサ科 の植物 のなかで もヤ ブマオ属や イラ クサ属 は、師部繊維 が よ く発

表1　 網の素材

素 材

イラクサ

アサ ・アマ

ヤナギ

シ ー ダ ー

ツルウメモ ドキ

馬の尾の毛

皮紐

クジラヒゲ

腱

使 用 民 族
パ ンテ ィ、マ ンシ、ネギダ ール、エ ヴェ ン、ウ リチ、ウデへ 、オ ロチ、ウイ

ルタ、ニ ブフ、アイ ヌ、イテ リメ ン、コ リヤー ク、北西海岸 イ ンディア ン

パ ンテ ィ、 マ ンシ、ネ ギダル、 ウ リチ、　 (コ リヤー ク)

ベ ー リング海 エスキ モー、アサバ スカ ・イ ンデ ィア ン

北西海岸インディア ン

アイ ヌ

ヤ クー ト、 エヴ ェン、ユ カギール

コ リヤ ーク、 チ ュクチ、 シベ リア・エ スキモー、 アラ スカ・エ スキモー

アサバ ス カ・イ ンディア ン

コ リヤー ク、 アラス カ・エスキ モー

コ リヤー ク、 チ ュクチ、北西 海岸 イ ンデ ィア ン
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図1　 Urticaceaeイ ラ クサ科 の分布 　　 図2　 Salicaceaeヤ ナ ギ科 の分布

いずれも 「世界有用植物事典』[堀田1989]よ り

達 している。ムカゴイラクサ属からも繊維をとることがある。若芽は食用 とな り、人間に

とっては非常に有用な植物である。北方地域で もツン ドラ以外のほとんどの地域に育ち、

民族の分布と照 らし合わせるとユーラシア大陸ではコリヤークの居住域 とチュクチの居住

域 との間あたりに限界線が引け、北米大陸ではほぼアラスカ半島以南に自生する(図1を

参照)。

　北米のベーリング海エスキモーや内陸のアサバスカ ・イ ンディア ンでは、ヤナギか ら繊

維を とりだすことが知 られている。ヤナギの分布はかなり北まで広が っており、新 しく生

えてきた枝をいくら伐っても、幹さえ傷つけなければ枯れないとい う習性をもっているこ

とと関連があるだろう(図2を 参照)。

　コリヤークはヤナギランの茎の皮か らも糸をとるという。北西海岸インディアンでは、

シーダーか らも糸をとる。

　アイヌは、ニ レ科のオ ヒョウ、ハルニ レやシナノキの内皮から糸にす る繊維をとってい

た。この詳細については、衣類 の部分で取 り上 げたい。

・バスケッ ト細工は、主に容器として貯蔵用あるいは運搬用などに使われてきた。一般的

に軽 くて通気性があり、乾燥 した食物などをいれておくのには適 していた。中には防水性

の高いものもあ り、水を汲んだ り漿果(ベ リー類)を いれたりする容器 として用いられた

り、北西海岸イ ンディア ンでは水を張ったバスケ ットに焼けた石を入れて煮炊きにも用い

た。編み方や素材の選択によって、籠よ りも柔軟に仕上げた編み袋もひろく採集 ・運搬用、

貯蔵用として使われてお り、コリヤークで乳幼児を背負 うものなどさまざまな形態があっ

た。

　 どのような使われ方を していたのかにっいては、さまざまな記録か ら読み取れる。アイ

ヌでは、少ない家でもアキアジ500～600本(小 形は30本 位、大形 は25本位を単位に束ねて

12束～20束 位)、 鱒は焼干 しにして大形サラニップ(約200本 入 り)3～4枚 を倉庫(pu)
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